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１０日（土）に，５・６年生の体験活動及び家庭教育学級として「そ

ば打ち体験」を実施しました。地元の古川さんと西芦谷さんを講師に

お招きして，そば粉を練るところから 

生地を切るところまで，しっかり取り 

組みました。職員にもお裾分けがあり， 

美味しくいただきました。今ではなか 

なか体験できない木原ならではの貴重 

な活動ができました。 

先月末に小学校，中学校，それぞれ入学説明会を実施しました。 

小学校の説明会に６名（新規特認希望者５名），中学校の説明会に４名

（新規特認希望者１名）が参加しました。限られた時間の中でしたが，

学校経営方針や学校生活（学習面， 

生活面，健康面），入学の準備など 

について説明しました。小学校で 

は，在校生との交流会も行いまし 

た。４月から新しい木原の仲間と 

して温かく迎え入れたいと思い 

ます。 

今年度最後の授業参観・学級ＰＴＡ・学校保健委員会・教育講演会

（家庭教育学級）を実施しました。保護者の皆様には，一年間ＰＴＡ

行事等にご協力をいただき，誠にあり 

がとうございました。３学期も残り僅 

かとなりましたが，今後もよろしく 

お願いいたします。 

 

 

１月１６日（火），１７日（水）の２日間，小学校５年生と中学校

１，２年生を対象に実施された鹿児島学習定着度調査の結果をお知

らせします。今後も「基礎・基本」の定着に重点を置きながら教育

活動を進めてまいります。（R6.2.27かごしま学力向上支援ＷＥＢシステムより） 

令和５年度 鹿児島学習定着度調査結果（県平均通過率） 

 国 語 社 会 算数・数学 理 科 英 語 

小 ５ ６８．５ ６５．３ ７４．６ ７５．４  

中 １ ７５．９ ５４．４ ７４．３ ６６．３ ７７．０ 

中 ２ ６５．６ ６２．３ ６８．８ ６６．９ ７１．４ 

 

 

 

《３月の主な行事予定》 

１日（金） お別れ遠足（小，城山公園） 

      ＰＴＡ総務委員会 

５日（火） ドリカムプラン実力テスト（中２） 

公立高校入試１日目（中３） 

６日（水） ドリカムプラン実力テスト（中２） 

公立高校入試２日目（中３） 

１２日（火） 第６８回中学校卒業式（保護者迎え・バス有） 

１３日（水） 公立高校入試合格発表 

２０日（水） 春分の日 

２２日（金） 第７７回小学校卒業式（保護者迎え・バスなし） 

２５日（月） 修了式，辞任式（保護者迎え・バスなし） 

〇次回のカウンセリング日程 

かけはしサポーター（山下先生）３/４（月）９時～１２時 

○スクールボランティア（木原地区在住の方）を募集します。 

内容：動植物のお世話など（休業日などに１時間程度，お礼あり） 

興味のある方は，ぜひ学校へお電話ください。 

『 映画を観ながら考えたこと 』    校長 今村敏照                   
  

近年，日本映画もしくは日本を題材にした映画が，世界中で注
目を集めています。カンヌ映画祭で最優秀男優賞(役所広司)を獲
得したヴィム・ヴェンダース監督『パーフェクト・デイズ』では東
京の公衆トイレ清掃員の何気ない日常が描かれ，今年度のアカデ
ミー賞では宮﨑 駿監督『君たちはどう生きるか』と山崎 貴監督
『ゴジラ -1.0 』が，昨年度の濱口竜介監督『ドライブ・マイ・カ
ー』に続きノミネートされました。世界中でリスペクトされている
日本人監督は多く，古くは小津安二郎や黒澤 明，近年では北野 武
や是枝裕和など，海外の有名な監督・評論家からも高く評価されて
います。ポイントとして日本独自の伝統・文化に根ざす道徳・倫理
観や宗教観などが指摘されますが，共
通しているのが「エンターテインメン
トのみに流されず登場人物の内面や
関係性が深く描かれている」こと。そ
う言われると私などは，「単純に“面
白い映画が観たい”でよくない？」と
か「観る側に心構えが要求されるって
どうなの？」などと余計なことを考え
てしまいます。            【 ゴジラ -1.0 より 】 
 しかしそれでも，これらの日本映画はひいき目なしに面白い！ 
今更ですが，スタジオジブリ作品などはＣＧアニメ全盛の時代に
おいて“手描き”でしかたどり着けないステージで勝負しているこ
と自体，誇らしいと感じます。私自身，『君たち～』と『ゴジラ～』
を最近劇場で観ましたが，登場人物の内面とか深遠なテーマとか
は後からついてくるので，とにかく楽しめる。文学で例えると，海
外にファンの多い村上春樹の作品にも通じる「エンタメと精神性
の両立」と言えるかもしれません。製作方法においても，ハリウッ
ドのような分業的合理主義に対し，日本映画はスタッフ協働によ
る“低予算・下町ロケット方式”が多いことも作品のテイストに影
響しているのかも（もちろん，外国映画の技術・世界観は素晴らし
く，現在の日本では創り得ないレベルの作品も多いですが）。 
 かつて“メイド イン ジャパン”が世界を席巻した時代とは状況
が違いますが，日本は今，観光や文化・テクノロジー等の分野では
世界の高ランクに位置しています(政治・経済・教育・福祉的には
苦戦中）。何事にも“世界基準”が物差しのグローバル社会におい
て，諸外国は例えば映画を通じて日本を知ろうとしています。 
 さて，私たちは？ 韓流以外で他国の文化に興味関心が向いてい
るのか？ 何より自国・日本のことをもっと深く知りたいと考える
人がどのくらいいるのか？ 学校現場としては，そんな“センス オ
ブ ワンダー”を身につけさせる教育ができているのだろうか？ 
 今日も映画(日本・外国どちらも)を観ながら，自問しています。 

学校だより「木原ちゃん」２月号 

 

 

 

  

《おめでとうございます》 

☆ 令和５年度 霧島市 防火書道展 

【特選】小４  窪田  ひまり 

☆ 第３８回鹿児島県小学校書写展 

【特選】小３  大森 結未 

 

 


